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まちかどトーク（石堤地区）議事要旨 

 

日時: 令和 7年 10 月 30 日（木）19:00～20:40 

場所: 石堤地域交流センター 

参加者：36 人 

         

１ 市長あいさつ 

 

２ 市政に関する説明  

（１）「野生鳥獣による農林水産物の被害防止対策」について農業水産課より説明の後、質

疑応答 

 

参加者 

他県の取組を調査研究するなど、クマによる人身被害の対策に積極的に取り組んでもら

いたい。 

農業水産課 

県ではクマの保護管理計画を策定しており、それに従いクマの生息数を調整しているの

が現状である。全国の自治体から情報を得るなどして対策を考えていきたい。 

参加者 

市の説明では、イノシシによる農作物の被害額が年々減少しているとのことだが、それ

はイノシシ被害に遭った農地をやめているからである。電気柵の設置や草刈り、用水路

の清掃など、今後引き継いでくれる人がいない。 

農業水産課 

中山間含めて山あいの農地は、若い方が少なくなり、守れないというお声は多くいただ

いている。色々な声を聞かせていただきながら、日々考えているような状況である。 

 

（２）「公共施設の再編について」チェンジ推進課より説明の後、質疑応答 

 

参加者 

建物は適切に維持管理をすれば、どれだけでも使える。本当に地域でその施設が必要か

どうか見極め、ほとんど使っていないなら廃止を検討した方がいい。説明のなかで、公

共施設を地域に譲渡した事例があったが、お宮さんや公民館などの維持は地域でできな

い。全国的な大会など開催する際は、他市の規模の大きい体育館を使えばいいので、高

岡に新たな体育館は必要ない。 

チェンジ推進課 

必要な公共施設を長く使っていただけるようにしていきたい。また、地元のご意見を十

分に参考にしながら、公共施設の再編を進めていきたい。 

市長 

市役所の建て替えについては、耐震するのにいくらかかって、どれだけ施設寿命が伸び

るかという議論をしなければならない。人口減少のなか、新しい施設を次々と建てるよ
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うな時代ではない。 

 

３ 意見交換 

  「高岡市人口ピラミッド」を基に、市長より説明の後、意見交換 

 

参加者 

企業が市外に流出しており、高岡に魅力や働く場所がない。若者は、進学などで県外に

出たら故郷に帰ってこないので、地域でいくら頑張っても無理である。人口が減ってい

る理由を調べて対策を考えるべき。 

市長 

高岡市や富山県全体のデータから見ると、男性は結構戻ってきている。女性が働く職場

が少ないのは、高岡市や富山県全体の問題と考える。 

参加者 

市役所移転は賛成だが、廃校舎を活用するなどコストをかけずに整備してはどうか。 

市長 

市役所を耐震又は新築、既存の施設に移転した場合の費用を計算した上でそのアンケー

ト調査をやろうと思っている。時代が変わってきて、昔は新しいものを建てるというこ

とを好む人が多かったが、今はそうでもないと思う。 

参加者 

市役所を建て替えるなら、市民が使いやすい、行きやすい、市の職員も仕事がしやすい

ことが第一である。 

参加者 

保守しても 10 年後、20 年後にまた費用がかかるから、現在の庁舎は必要ない。 

市長 

人口対策は、保育料の軽減など子育て支援に注目しがちだが、その前の段階の結婚とい

うことに関して、力を入れるように考えたい。 

参加者 

御旅屋セリオに看護、保育、美容の学校を誘致すれば、若者が歩くようになると思う。 

カフェなどのお店を誘致するなど、古城公園やおとぎの森を上手に使い、収益を上げる

工夫をした方がいいと思う。 

古城公園の動物園の隣のトイレやおとぎの森の「ぼうしのトイレ」が和式便器であり、

こどもたちや家族が使うことをあまり考えていない。古城公園の中にストリートバスケ

のコートがいっぱいあってもいいと思う。若い人が集まる公園、家族連れが集まる公園

というように、棲み分けていくことはできないのか。 

参加者 

雨が降った時に、なかなか子どもの遊ぶ場所がない。体育館などの大きい空間を使って

色々な遊びができるところが少ない。 

参加者 

街中では乗り合いバスなど運行できているが、（当該地区は）絶対人数が少ない。地域に

合った交通対策を自分たちだけで考えても、なかなかいい案が出ないので、知恵を拝借
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したい。 

参加者 

公共施設再編の説明で、維持費などの金額の話があって、最後に数値目標が面積にすり

替わっているのはおかしい。公共施設に維持費などがかかるなら、その関連性をもっと

解析するべきではないか。高岡駅南のような土地、他にもたくさんあると思うが、土地

の在庫はあってはいけない。 

市長 

どの施設を残すかということは、もっと皆さんと一緒に話し合いながら決めていく。今

の時代に、持っているだけの土地は要らないと思う。買ったものは仕方ないので、どう

活用するか考えていきたい。新しいものを建てるのであれば、街中での需要を慎重に見

極めなければと思う。 

参加者 

政策を考える時に、10 年後の人口推計をもとに計画を立てるのか。今の人口ピラミッド

だけを見て計画を立てるのか。 

市長 

総合計画など市全体の将来推計人口を基に策定している。 


